
「楽しい会議による、楽しいまちづくりの極意」

を学ぶファシリテーション研修

               開催概要（案）

□研修目的

この研修は、「協創の三重づくり」に主体的に取り組む人材育成を目的として実施

します。「協創の三重づくり」には、県民一人ひとりがそれぞれの立場から積極的に

関わること、それぞれが長所を活かしあって一緒に取り組んでいくことが期待されて

います。

この研修では、行政職員、ＮＰＯ、企業関係者、地縁組織関係者など、さまざまな

立場の人に参加を呼びかけています。普段の仕事では交わらない立場の人と一緒に学

ぶことで、新たな視点からの考え方があることに気付いたり、自分の仕事が発揮でき

る新たな可能性を発見したり、そのような成果を期待しています。さらに、研修を通

じて「色々な人と交わり、まちづくりを考えるって楽しい」という前向きな気持ちを

持ち、まちづくりに参画する人材を増やすことも期待しています。

□学生の皆さんに期待したいこと

この研修は、参加者が４～５名のグループを作り、グループで話し合ったり、答え

を出したり、という作業を繰り返しながら進行していきます。グループメンバーは、

できるだけ男女比率を同じにすること、普段は交流のない立場の方と一緒になるよう

に配慮して選定します。

このグループに学生の皆さんが１名ずつ参加していただきたいと考えています。

学生の皆さんの若い視点からの意見、考え方などを積極的に発言していただき、話

し合いを通じて大人に新たな気付きを促す役割を期待しています。

□研修を通じて得られること

＊県内で活動しているさまざまなセクターの大人とつながることができます

＊「楽しい話し合い」を開催するスキルが身に付きます

＊ファシリテーションのスキルが身に付きます

□開催時期

平成２５年６月～平成２６年１月（全７回開催）

□募集定員

１０名程度
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□研修の内容

＊協働のまちづくり

「協働」ってそもそもどういうことでしょうか？「協働」を進めるための「超」具

体的なノウハウを学びます。

＊ファシリテーション

参加者が前向きになり、全員が自分の意見を積極的に発言する会議。そんな楽し

い会議の場づくりに役立つノウハウを学びます。

＊市民活動力ＵＰ

市民の自発的な活動を盛んにしていくこと、その活動の共感者・支援者を増やし

ていくコツ。そのとっておきの秘訣を学びます。

＊サロン開催の実践

サロンとは、さまざまな立場の人が「まちづくり」について語り合う場。研修で

学んだノウハウを活かして、実際にサロンを開催してみます。

□講師

会議ファシリテーター普及協会 釘山健一氏・小野寺郷子氏

※決して眠くならない楽しい研修として有名です！

【昨年度の研修の様子】･･･笑顔がいっぱい。そんな楽しい研修です。

           






